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 給水設備場所変更届
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	端末処理
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令和　　年　　月　　日
　下諏訪町水道事業管理者　様

旧設備場所：下諏訪町　　　　　　　　　　　　　番地　　　　

新設備場所：下諏訪町　　　　　　　　　　　　　番地　　　　

　上記のとおり、給水設備の設置場所を、令和　　年　　月　　日をもって変更いたします。
　なお、この届出により旧設置場所の給水設備は廃止となるため、再度設備を設ける場合には、下諏訪町水道事業給水条例第5条の給水設備の新設となることを承知いたします。

【所 有 者】
住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【内部資料】　R8.8.10
日本水道協会発行の「営業業務マニュアル」によると、第三者に譲渡可能な利益としての「水道加入権」は、水道法上にそのような権利設定規程はない。また、単に新設の場合に給水契約の申し込みを承諾する条件（水道法第14条第1項に定めるその他の供給条件）として加入金の納入を義務付けているに過ぎないのが一般的、とある。
下諏訪町の給水条例上も、加入金について、給水装置の新設又は（増径の）改造工事の申込者が納入しなければならないものとしており、権利の付与という性質はなく、単なる手数料であると読める。

　過去に何らかの要因で「町内であれば、水道の権利を持って移動できる」という運用を始め、引き継がれてきたものと思われる。しかし、権利自体存在せず、加入金も新設の場合は納入しなければならないとされていることから、本来は、旧設置場所を廃止しても、新設置の場合は加入金が発生する。
　ただし、条例第37条に「管理者は公益上その他特別の理由があると認めたときは、この条例によって納入しなければならない料金、手数料その他の費用を減免することができる」とされていることから、これを根拠に、旧設置場所を廃止して、新設置する場合には減免するという運用は可能だと思われる。
